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An Essay on Charles Olson's“Reading at Berkeley" in Muthologos 
Yorio HIRANO 
キーワード:rミュソロゴスjMuthologos 
パークリー詩人会議 Berkeley Poetry Conference 
チャー Jレスε・オJレソン Charles Olson 
「パー クリー での朗読J “Reading at Berkeley" 
ブラック・マウンテン派詩人 the Black Mountain poets 
チャーjレズ・オルソン著『ミュソロゴスj(Ch紅lesOlson， Muthologos， 1979) とは， rマク
シマス詩篇.1 (The M似 imusPoems， 1975)の著者であるチャールズ・オルソン (1910-70)が，
1963年から1969年にわたって行なった合計13の講演，対談，座談，インタヴューを集めたもの
である。
カリフオ jレニア大学パークリー校 (Universityof Califomia at B巴rk巴I可)において，詩人会議
(Poetry Confer，巴nce)が行なわれたのは， 1965年7月12日から24日にかけてである。
オルソンは， 7月20日に「気軽な神話学J(“Casual Mythology")の講演をし， 7月23日に詩
の朗読をしている。オルソンの他に講演と詩の朗読をしたのは，ロパート・ダンカン (Robert
Duncan)，ジャック・スパイサー(JackSpicer)，ゲーリー・スナイダー(G紅ySnyder)，エドワー ド・













オルソンが朗読した詩は，“TheRing of，"“加Odeon N ativity，"“Letter 5，"“Letter 2，"“Letter 9，" 
“Letter 10，"と“Onfirst Looking out through Juan de la Cosa's Eyes"の七篇である。これらのー篇
一篇がどこへ向かうのかを確かめておこう。




































この詩は，ジョージ・ F・パタリック編『チャールズ・オルソン全詩集.](The CoZZected 
Poems of Charles Olson， Ed. G巴orgeF. Butterick， 1987)によれば， 1951年10月に執筆され， r冷た




















i. ["キリスト降誕の煩歌」“AnOde on Nativity" 
『チャールズ・オルソン全詩集』によれば， 1951年12月に書かれた詩である (654)。












































































































































































































































































(Collected Poems 247-48) 







(“All cries ris巴づには，同音 ("ri")の繰り返しと類似した績り字(“criesries")の並置が見



















材木会社の貯木場」を炎でつつみ 馬を惨たらしく焼き殺した「火Jであり， I節では， I私
の祖父Jが「製鋼所の火から身体を冷やす」ために「狂ったように緑の草地を転げ回ったj，
産業の「火」である。






































































われわれは「…の環J(“Ring of"''')及び「キリスト降誕の額歌J(“An Ode on Nativity")を
精読したが，扱う詩は残っている。「手紙5J， I手紙2J， I手紙9J， I手紙10J，I初めてファン・
デ・ラ・コーサの眼で世界を見てjの五篇である。「手紙5Jから読解を再開しよう。






































Ann Summer Sun) を指す。「春には，雑誌」は，グロスターの詩人ヴインセント・フェリーニ



























iv. rマクシマスよりグロスターヘ手紙 2J“MaximusωG/oucesterLetter 2" 
「手紙2Jは4節で構成され全体で4頁から成るが (Maximω9-12)，オルソンの朗読が録
音されているのは冒頭の7行のみである。録音テープがリーjレの終わりに達したせいである



































































































































































































vii. r初めてファン・デ・ラ・コーサの眼で世界を見てj“Onfirst Looking out through 




































































































序， 1節， 2節， JI， 1節， 2節， mという構成になっているので¥序の後のl節， 2節を
前半のl節， 2節， JIの後のl節， 2節を後半の1節， 2節と呼ぶことにする。
序の「ベハイム」とはマーテイン・ベハイム (MartinBehaim， ca.l436-1507)のことである。


































































コロンブス (ChristopherColumbus， 1451-1506)にとって地球は， r女の乳首のような突起をも






















































死者に真実のみを負うJ(“…on doit des egards制 zvivants， on ne doit aux morts que la verit巴")の
後半に英語を入れたものが詩のテクストとなっている (Butterick，Guide 124)。“Onne doit aux 



























































































( 1 )詩論として読める発言 1，2前半， 3参照。
1. r詩学は政治だJ(“po巴ticsis politics" ) (112) 




















kid. I'm in presence of an巴vent"なのだと語り，さらに続けて言う。 “1 feellike crazy today. 1 
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